
編

集

後

記

◇

『奈

良
史
学
』
第
二
十

一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
は
表

紙
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
藤
井
學
先
生
の
退
職
記
念
号
で
す
。

先
生

の
年
譜
と
著
作
目
録
を
掲
載
し
ま
し
た
。

本
号
の
執
筆
者
の
北
堀
光
信
氏
、
阿
部
紀
子
氏
は
、
と
も
に
本

学
大

学
院
文
化
財
史
料
学
専
攻
の
後
期
博
士
課
程
に
在
学
中
の
院

生
で
す

。
両
氏
と
も
、
藤
井
先
生
の
退
職
直
前
の
頃
の
受
講
生
で

す
。
ま

た
、
本
号
に
玉
稿
を
寄
せ
て
頂
い
た
西
村
洋
子
先
生
は
、

本
学

の
非
常
勤
講
師
と
し
て
西
洋
史
特
殊
講
義
を
担
当
し
て
お
ら

れ
ま
す

。
本
学

の
専
任
教
員
の
論
文
と
併
せ
て
計
六
篇
、
ご
味
読

下
さ

い
。

◇

『奈

良
大
学
史
学
会
』
は
、
こ
の
た
び
、
学
会
会
員
と
し
て
、

『日
本

歴
史
学
協
会
』
に
入
会
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
他
学

会
と

の
交
流
が

一
段
と
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
思

い
ま

す
。
当
協
会

の
機
関
誌
で
あ
る

『日
本
歴
史
学
協
会
年
報
』
の
創

刊
第

]
号
よ
り
本
年
度
第
十
七
号
ま
で
が
、
共
同
研
究
室
に
配
架

さ
れ
る
予
定
で
す
し
、
ま
た
今
後
、
毎
年
同
報
が
送
付
さ
れ
て
く

る
筈

で
す
。
会
員

の
方
が
、
積
極
的
に
、
利
用

・
活
用
さ
れ
る
よ

う
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇
二
十

一
世
紀
に
入

っ
て
、
第
二
十

一
号
の
発
刊
と

い
う
訳
で
す
。

し
か
し
、
今
日
、
大
学
を
と
り
ま
く
環
境

は
大
変
き
び
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
改
革

が
必
要
で
す
。
本
学
史

学
科
と
関
連
す
る
改
革
も
、
い
ろ
ん
な
部
分
で
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
同
時
に
、

『奈
良
大
学
史
学
会
』

『奈
良
史
学
』
の

あ
り
よ
う
に
つ
い
て
も
、
考
え
直
す
時
期

で
も
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

(S
生
)

奈

良

史

学

第
二
±

号

発印

二

〇

〇

三

年

十

二

月

二

十

日

発

行

行

者

奈

良

大

学

史

学

会

会

長

丸

山

幸

彦

奈
良
市
山
陵
町

一
五
〇
〇
奈
良
大
学
文
学
部
内

}T
上ハ
ゴ
.
一
-

八
五
〇
一
一

皿

〇
七
四
。
.ー
四
四

ー

、
一
.五

.

(代
)

振
替

○
〇
九
九
〇

1
ニ
ー

三

一
五
九

四
九

刷

所

共

同

精

版

印

刷

株

式

会

社

奈
良
市
三
条
大
路
二
丁
目
ニ
ー

六

〒
六
三
〇

1
八
〇

、
三
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